
（都道府県ごとに直近の状況を把握、分析し、労働関係部局と十釧こ協議の上、目標値を設定）  

項 目   数値   考え方   

【目標値】公共職業安定  

人   

○平成23年度において公共職業安定所の支援を受けて福  
所経由による福祉施設  

利用者の就職者  
祉施設から一般就労へ移行する者   

【目標値】障害者の態様  

に応じた多様な妻託訓  
人  ○平成23年度の福祉施設から一般就労へ移行する者のうち、  

練事業の受講者  
（  割）   障害者委託訓練の受講者   

【目標値】障害者試行雇   人  ○平成23年度の福祉施設から一般就労へ移行する者のうち、   

用事業の開始者   （ 割）   障害者試行雇用事業の開始者  †   

【目標値】職場適応援助   人  ○平成23年度の福祉施設から一般就労へ移行する者のうち、   

者による支援の対象者   （  割）   職場適応援助者支援の利用者   

【目標値】障害者就業・  

生活支援センター事業  人   
○平成23年度の福祉施設から一般就労へ移行する者のうち、  

の支援対象者  
障害者就業・生活支援センター事業の支援対象者   

【目標値】障害者就業・  

生活支援センターの設  
○平成23年度における障害者就業・生活支援センターの設  

か所  
置か所数   

置  

11   



サービス見込量算出の基本的考え方について  
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新体系サービスヘの「移行希望に関するアンケート調査」の位置付け   

1アンケート調査について   

○ 平成18年3月1日全国主管課長会議においては、障害福祉サービスの量を見込むための本年4  

月以降の作業手順として、現在、サービスを提供している事業者に対して、新体系サービスへの  
「移行希望に関するアンケート調査」を行うように示しているところ。  

具体的には、平成18年3月1日障害保健福祉関係主管課長会議 資料3－2参照  

○ 既に、アンケート調査を実施しているところも多いと思われるが、一部にアンケートの趣邑L位   

置付け等について誤解が生じている例も見受けられることから灘   

しては以下のとおり周知していただくようお願いしたい。  

2 趣旨、位置付けについて   

○ 今回のアンケート調査は、障害程度区分の認定結果も未だ明らかでない段階で行うものであるが、  

これは、既存の事業者等が現段階においてイメージしている新体系サービスヘの移行の希望を聴取  
することにより、障害福祉計画の作成に際し、地域全体のサービス量を見込む際の参考資料とする   
ためのものであって、」0月カ、ら施行される新体系サ⊥ビスへの指定申言責とは舞関係であること。   

○ したがって、アンケート調査の回答は、個々の事業所ごとではなく、地域全体のサービス量の見  

通しとしてマ爛るものであり、これにより、個々の事業所が将来の新体系サ「ビス  
への移行が拘束されるものではないこと。   

○ 障害福祉計画の作成に当たっては、アンケート調査を参考として、その地域における障害福祉  

サービス毎の必要な量を見込むこととしており、適切なサービス量の確保を図るためl兢  

ケー十調査に協力いただくことが重要であること。  

なお、各事業者の新体系サービスへの具体的な移行予定については、今後、別途、各事業者に対して「移  
行計画書」の提出をお願いし、それをもとに事業者の指定等を行うことを想定している。  
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障害福祉計画におけるサービス見込量の単位について  

1，訪問系サービス   

サービス種別   基本指針たおけるサービス量の見込方   サービス量の考え方と単位   

○居宅介護   現在の支援費制度に基づくホームヘル  q考え方   

○重度訪問介護   プサービス利用者数を基礎として二支援費   月間の利用人数を推計し、それ   

○行動援護   制度以降の利用者数の伸び、－退院可能精  らの者に必要なサービス提供量を   

○重度障害者等包括支援  神障害者を含め新たなサービス利用者ゐ  定める  

見込数に、障害者のニーズ等を踏まえて   ※4つのサービスを一体として設定  

見込んだ一人当たり利用量を乗じた量を  することも可能  

勘案して、量の見込みを定める  

○位  

見込量の単位は「時間分」とす  

る   
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2，日中活動系サービス  

サービス種別   基本指針におけるサービス量の見込方   サービス量の考え方と単位   

○生活介護   現在の法定施設の利用者のうち障害程  ○考え方  

度区分が区分三以上又は五十歳以上の   月間の利用人員を推計し、それ  
区分二以上（入所の場合は、区分四以上  らの者に必要なサービス提供量を  

又は五十歳以上の区分三以上）に該当す  

る者の見込数を基礎として、現在の利用  

看めニーズ、近年の利用者数の伸び等を   

勘重して見込んだ数に、小規模作業所利   見込量の単位は「人目分」とす  

用者等のうち新たに生活介護の対象者と  る  

見込まれる者の数を加えた数を勘案して、  （「人日分」＝「月間の利用人員」×「一人一月  

量の見込みを定める   当たりの平均利用日数（利用率を加味）」）   

○自立訓練（機能訓練）   現在の身体障害者更生施設の利用者  ○考え方  

数を基礎として、入所施設の入所者の地   月間の利用人員を推計し、それ  
域生活への移行の目標、平均的なサービ  らの者に必要なサービス提供量を  

ス利用期間等を勘案して、量の見込みを  

定める   

○単位  

見込量の単位は「人目分」とす  

る   
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○自立訓練（生活訓練）   下記の①から③を合算した数に、平均的なサービス利用期間を  ○考え方  
勘案して、量の見込みを定める。   月間の利用人員を推計  
（D 入所施設入所者の地域生活への移行の目標を達成できるよ  し、それらの者に必要なサ  
う、由在の知的障害者等の入所施設入所者であって生活介護事業  

の対象と見込まれるもの以外のもののうちから、利用者のニーズ等  

を勘案して見込んだ数  

②坤域において親等と暮らす看であって自立生活を希望するも  

ののうち、生活訓練事業の対象者と見込まれる者の数   ○単位  

（卦 退院可能精神障害者のうち、退院時のニーズ等を勘案して生   見込量の単位は「人目  
活訓練事業の対象者と見込まれる者の数（※）。  分」とする   

（※）あわせて、精神科病院が病床を転換すること等により、自立訓  

練（生活訓練）又は就労移行支援として、退院可能精神障害者に対  

して、居住サービスを提供する場合のサービえ対象者を含む。  

○就労移行支援   下記の①から③を合算した数に、平均的なサービス利用期間を  ○考え方  
勘案して、量の見込みを定める。   月間の利用人員を推計  
① 福祉施設利用者の一般就労への移行の目標が達成できるよ  し、それらの者に必要なサ  
う、現在の福祉施設利用者で生活介護事業の対象と見込まれる者  

以外のもののうちから、利用者のニーズ等を勘案して見込んだ致  

（診養護学校卒業者等新たに就労移行支援事業の対象者と見込  

まれる者の数。   ○単位  

③ 退院可能精神障害者のうち、退院時のニーズ等を勘案して就   見込量の単位は「人日  
労移行支援事業の鱒象者と見込まれる者の数（※）。  分」とする   

（※）あわせて、精神科病院が病床を転換すること等により、自立訓  

練（生活訓練）対ま就労移行支援として、退院可能精神障害者に対  

して、居住サービスを提供する場合のサービス対象者を含む。  
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○就労継続支援（雇用型）   日中活動系サービス全体の見込量か  ○考え方  

ら、就労継続支援以外の介護給付・訓練   月間の利用人員を推計し、それ  

等給付の対象者と見込まれる者の数を控  らの者に必要なサービス提供量を  

除した数のうち、就労継続支援（雇用型）  

の対象として適切と見込まれる数を勘案し  

て、量の見込みを定める。   ○単位  

設定に当たっては、就労継続支援の対   見込量の単位は「人目分」とす  

象者と見込まれる数の3割以上とすること  

が望ましい。   

○就労継続支援（非雇用型）   就労継績支援の対象者と見込まれる数  ○考え方  

から雇用型の見込み数を控除した数を勘   月間の利用人員を推計し、それ  

案して、量の見込みを定める。   らの者に必要なサービス提供量を  

設定に当たっては、区域ごとに平均工  

賃の目標水準を設定することが望ましい。   

○単位  

見込量の単位は「人日分」とす  
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○療養介護   現在の重症心身障害児施設  ○考え方  

（委託病床を含む）、進行性筋萎  月間の利用人員を推計する  

縮症者療養専給付事業の対象者  

を基礎として、近年の利用者数の   ○単位  

伸び等を勘案して、量の見込みを  見込量の単位は「人分」とする   

定める  

○児童デイサービス   現在の児童デイサ「ビスの利  ○考え方  

用者数を基礎として、近年の利用   月間の利用人員を推計し、それらの者  
者数の伸び等を勘案し、市町村地  に必要なサービス提供日数を定める  

域生活支援事業で実施される障  

害児タイムケア事業との役割分担  ○単位  

を踏まえた上で、量の見込みを定  見込量の単位は「人日分」とする   

める  

○短期入所   現在の短期入所の利用者数を  ○考え方  

基礎として、利用者数の伸び、新   月間の利用人員を推計し、それらの者  
たにサービス利用が見込まれる  

精神障害者の数等を勘案し見込  

んだ数に、障害者のニーズ等を踏   

まえて見込んだ一人当たり利用量  見込量の単位は「人日分」とする   

を乗じた量を勘案して、量の見込  

みを定める  
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3！居住系サービス  

サービス種別   基本指針におけるサ「ビス量の見込方   サービス量の考え方と単位   

○共同生活援助   施設入所からグループホーム1ケアホー  ○考え方   

○共同生活介護   ムへの移行者について、入所施設の入所   月間の利用人員を推計する  

者の地域生活への移行の目標が達成さ   ※2つのサービスを一体として設定  

れるよう、現在の利用者数を基礎として近   することも可能  

年の利用者数の増、退院可能精神障害者  ○単位  
を含め新たにサービス利用が見込まれる  見込量の単位は「人分」とする   

者の数を勘案して見込んだ数を合算した  

敷から、量の見込みを定める  

○施設入所支援   現在の入所施設入所者数を基礎とし  ○考え方  

て、入所施設の入所者の地域生活への移  月間の利用人員を推計する  

行目標数を控除した上で、ケアホーム等で  
の対応が困難な者の利用といった真に必   ○単位  

要と判断される数を加えた数から、量の見  見込量の単位は「人分」とする   

込みを定める。  

なお、当該見込み数は、平成23年度末  
の段階において、現在の入所施設入所者  
数の7％以上を削減することを基本としつ  

つ、地域の実情に応じて設定することが望  
まい  
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4．その他サービス  

サービス種別   基本指針におけるサービス量の見込方   サービス量の考え方と単位   

○相談支援   障害福祉サービス（施設入所支援、自  ○考え方  

立訓疎、グループホーム、ケアホ一斗及び  月間の利用人数を推計する  

重度障害者等包括支援を除く）の利用が  

見込まれる者のうち、自ら福祉サービスの   0単位  

利用に関する調整が困難な単身の障害者  「人分」とする   

等計画的なプログラムに基づく支援が必  

要と認められる者の数を勘案して、量の見  

込みを定める。  
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＜障害福祉計画サービス見込量集計シート＞  

自治体名  

18年度   19年度   20年度   23年度   

居宅介護   

重度訪問介護   
00時間分   00時間分   00時間分   00時間分  

行動援護   

重度障害者等包括支援   

生活介護   00人日・分   00人日分   00人日分   00人日分   

自立訓練（機能訓練）   00人日分   00人日分   00人日分   00人日分   

自立訓練（生活訓練）   00人日分   00人日分   00人日分   00人日分   

就労移行支援   00人日分   00人日分   00人日分   00人日分   

就労継続支援（雇用型）   00人日分   00人日分   00人日分   00人日分   

就労継続支援（非雇用型）   
00人日分   00人目分   00人日分   00人日分   

療養介護   00人分   00人分   00人分   00人分   

児童デイサービス   00人目分   00人日分   00人日分   00人日分   

短期入所   00人日分   00人目分   00人日分   00人日分   

共同生活援助   

00人分   00人分   00人分   00人分   
共同生活介護   

施設入所支援   00人分   00人分   00人分   00人分   

相談支援   00人分   00人分   00人分   00人分   
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